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浮世絵に描かれる人々と都市景観の相互関係に関する考察


研究背景・目的　

現代の都市景観の計画において、既往の研究では、名風景画とされる浮世絵からその景観構成要素の抽出や類型化、視点場探索の手法を構築することにより応用する試みが行われてきた。その中で、浮世絵ではほぼ全ての絵画において景観の一部として人物が使用され、人々のアクティビティーを描いた絵画が大多数だった。しかし、現存する名風景とされる景観には自然風景のみを映し出したものが多く、人物がうつっているものはあまり見当たらない。
そこで、浮世絵における人物を主とした絵画の分析を行い、現在の名風景とされる風景写真などを比較し、人という動的な要素の景観構成への必要性を探ることを目的とする。



研究の位置付け

これまで、浮世絵に基づいた景観に関する研究が行われており、主に景観を構成する要素の画面分析における数量化や視点場探索手法の構築、景観構造の分類化などについて焦点を当ててきている。しかし、景観構成要素として登場する人について、分析の過程で触れている既往研究はあるものの、それ自体に注目して調査を行っている研究は少ない。そこで、現代と江戸期における「絵になる景観」（風景）の写真について、人という動的な要素から過去・現在にわたる人々の景観に対する認識を探ることに本研究の新規性を示唆する。

景観を考慮した都市計画において、人のにぎわいが果たす都市景観の位置づけについて論ずる。
また、国のあふれだしを抑える政策に対して、その正当性を問う。


調査目的・方法
 
アンケート　→有名な観光地や名所とされている場所にて、同じ場所・角度で２枚、人が写っているものと映っていないものを用意し、どちらがより「絵になる景観・風景」として認められるかを調査。（現代人の景観認知の調査）
⇔江戸期では景観画の中に人を起用することが多く、人々の行動も景観の一部としてとらえられていたと考えられる。

アンケートでは、２枚組になっている写真を見比べてもらい、どちらがより風景と感じるか、何の要素からそれが感じられるのかを調査する。

「人」を主におくので、街路が写った写真を使う。
（浮世絵にも街路が描かれている絵画が多いため。）

アンケートの対称：　名所にいる観光客／以前は名所と呼ばれていた場所に現在住んでいる地域住民


画面分析　→人がいる写真といない写真との比較分析を行う。位置・角度・人の有無などを対象とする。
現代人の風景と感じる写真と名風景画といわれる浮世絵を比較、多変量解析により分析する。



仮説

人がいない名風景　－　現代
人がいる名風景　－　過去

風景に対して、昔と比べると現代人の意識が変化してきている。

国の政策として“あふれだし”を抑えるために人々を建物の中へ納める計画があるが、本当は人が外へとあふれだすことで風景・景観が構成されるのではないか。
都市景観の創出の主軸は、人を風景から消し去ってしまうのではなく、別にあるのではないかと仮説。
